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原本では､ 各局部毎に見開きで対になる形で図と文章が配置され､ 説明されている｡ この事





(90～91) では､ 骨盤の部位の側面にある筋肉､ その筋肉の動き､ その形の４枚の図と説
明文によりその構成を分かりやすくしている｡ 特に､ 大腿骨は90の図Ⅲと､ 91の文章Ⅲによ
り､ クランクとして機械的な名称で表現され､ その運動が説明されている｡
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ブリッジマンが人体の表情を表現するにあたり必要とする ｢もの｣ は何か､ 彼の意図する所は何かを
追求し､ 芸術家にとって人体の表現の為に何が必要なのかを解明する事が出来ると思われる｡
りやすく図示されている｡
93では､ 人体には､ 骨と筋肉による完全なシステムが構築され､ 腰の大転子の球と窩によ
る関節と膝の蝶番関節の二つの関節とその動きについて述べられている｡




















より､ 大腿直筋､ 外側広筋､ 内側広筋､ 大腿骨膜張筋､ 縫工筋の動きについて述べられている｡
105では､ 四枚の１から５までの番号が添えられた大腿部の前面図と前頁の下の文章により
104の１から６までの番号の添えられた筋肉の位置が図示されている｡
(106～107) では､ 106の上部三つの１から６までの番号の添えられた図と､ その下の文

















また､ 縫工筋の位置､ 起始・挿入についても説明され､ 大腿部の内側面・外側面の筋肉の位
置についても図示されている｡
(112～113) では､ 112の大腿部の４枚の裏面図と113の文章により大腿部の後ろから見















ている｡ 骨盤の部位は､ 92から99まで､ 骨盤を構成する個々の骨から全体像を前後からの図
によって図示され､ 側面・裏面からもわかりやすく､ 骨の構成から筋肉の構成についても図示
とともに文章で説明がなされている｡ 大腿の部位は､ 102から114まで､ 骨盤と同じく図と文
章によって説明されている｡
特に､ 人体の骨盤部は､ 94と97により体の支点としての機能があり､ 全身のバランスを取っ
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１. 腸骨 ３. 座骨


































































１. 中臀筋 ２. 大臀筋
３. 大腿膜張腱
人体には､ 腱や筋肉が付着される脊椎・レバーや滑車等の完全なシステムが設けられている｡






１. 中臀筋 ２. 大臀筋
３. 外側広筋
人体には､ 骨組みがある｡ この骨組みは骨格と呼ばれる｡ 筋肉はこの骨格を動かす｡
骨は長短いろいろな形などに分類される｡ 筋肉もまた長さ､ 大きさ､ 形などに分類される｡
筋肉はいろいろなレバー､ クランク､ 蝶番状の動きで働く為にこの骨組みの上に設置される｡
筋肉は前に進む時下肢を動かす為に肢と同じく胴体の運動を制御する｡ 臀部の筋肉の仕組は臀
部の関節と大腿部上で活動する｡ 前の伸筋は足を伸ばす｡ 後の腱は膝で脚を動かす｡ ふくらは
ぎで踵を引き上げ､ 足を前へ突き出す｡

























































































れる｡ この軟骨は弾力性があって､ 骨が互いに直接ふれる事になる壷を抱く｡ 関節する軟骨の














３. カップの端 (寛骨臼) を取り囲む強くて密集した靭帯によって包まれ､ 結びつけられる､
上と下の大腿部の首を支える｡






























































































































１. 直筋 １. ひかがみの腱
２. 内側広筋 ２. 大腿直筋
３. 縫工筋 ３. 二頭筋










































































７. 大臀筋は大腿を伸ばし､ 自転し､ 外側に回転させる｡
８. 後で膝の両側に在るひかがみの腱の筋肉は膝の後で菱形の穴の上で二つに分けられる量
の筋肉である｡ この腱を持つ筋肉は半腱様筋であり､ その筋肉は膝を曲げ､ 脛を内側へ
回転させる｡ 半膜様筋は膝を曲げ､ 脛を内側へ回転させる｡ 大腿二頭筋の動きは膝を曲
げ､ 大腿を外側へ回転させる｡
９. 脚の後には二つの筋肉がある｡ それらは広くて平らなヒラメ筋と､ 二つの部分がふくれ
たふくらはぎの筋肉､ 腓腹筋である｡
10. 腓腹筋は広い腱の下の端で終わり､ アキレス腱を形成するヒラメ筋と繋がる｡ これは踵
骨もしくは踵の骨に挿入される｡
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